
広報あぐい　２００９年３月１日号

9

�

�

�

�

������������������������������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

　

平
成
二
十
二
年
十
月
に
名
古
屋
市
で
開

催
さ
れ
る
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約

国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

）
に
向
け
て
、
理
解

１０

を
深
め
る
た
め
の
「
愛
知
県
生
物
多
様
性

キ
ャ
ラ
バ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」（
愛
知
県
主
催
）

が
、
二
月
三
日
中
央
公
民
本
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
八
十
人
が
参
加
。
竹
内

町
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
理
念
や
活
動
に
共

感
を
覚
え
ま
す
。『
第
二
十
二
回
全
国
ほ
た

る
サ
ミ
ッ
ト
』
を
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

開
催
の
年
に

１０

阿
久
比
町
で
行
い
、
ホ
タ
ル
の
小
さ
な
命

を
通
し
て
、
環
境
保
全
の
大
切
さ
が
町
民

の
心
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
を
世
界
に
発

信
し
て
い
き
た
い
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

県
国
際
会
議
準
備
室
職
員
か
ら
「
生
物

多
様
性
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

」
に
つ
い
て
説
明
の

１０

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
へ
の
理
解
理
解
を
深
め
る 
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
へ
の
理
解
理
解
を
深
め
る 
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
へ
の
理
解
理
解
を
深
め
る 
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
へ
の
理
解
を
深
め
る 

阿
久
比
町
で
は
開
催
年
に
「
全
国
ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催 

後
、
愛
知
県
立
大
学
講
師
で
環
境
省
環
境

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
篠
田
陽
作
さ
ん
が
「
生

物
多
様
性
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」
と
題
し
、

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

篠
田
さ
ん
は
「
生
物
多
様
性
を
守
る
た

め
に
は
、
生
活
の
中
で
生
き
物
を
大
切
に

す
る
感
性
の
あ
る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と

が
必
要
で
す
」
な
ど
と
講
演
し
、「
あ
な

た
が
変
わ
れ
ば
、
環
境
が
変
わ
る
」
と
話

を
結
び
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
は
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。

毎
年
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
ホ
タ
ル
の

生
息
分
布
調
査
を
行
い
、
分
布
図
に
し
る

し
て
き
ま
し
た
。「
人
間
の
手
に
よ
っ
て

減
っ
た
ホ
タ
ル
は
、
人
間
の
手
に
よ
っ
て

増
や
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
分
布
図
の
変
化
は
、
土
地
改

良
を
行
っ
た
場
所
で
も
、
水
や
土
な
ど
生

き
物
が
す
む
自
然
環
境
が
整
え
ば
、
数
年

後
に
は
生
き
物
が
戻
り
、
生
息
で
き
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
を
良
く
す
る
の
も
悪
く
す
る
の
も

人
間
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
を
小
さ
な
ホ

タ
ル
が
私
た
ち
に
投
げ
か
け
て
く
れ
て
い

ま
す
。
阿
久
比
町
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

開
催
ま

１０

で
、
機
会
あ
る
ご
と
に
「
命
の
大
切
さ
」

と
「
自
然
と
人
間
の
共
生
」
を
訴
え
、
Ｃ

Ｏ
Ｐ　

成
功
を
盛
り
上
げ
る
一
助
に
な
れ

１０

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

生物多様性とは
　地球上には人間だけでなく、動物や植物などいろいろな種類の生き物が一緒に暮らしています。例えば、公園に咲く草花
や、そこに集まる虫、その虫を食べる鳥たちです。たくさんの生き物がつながり合い、バランスが保たれていることを「生
物多様性」と言います。

生物多様性条約
　１９９２年、ブラジルのリオ・デ・ジャネイロで環境と開発問題を取り上げた国連の会議「地球サミット」が開催され、その
会議で「生物の多様性に関する条約」が生まれました。
　締約国数は１９１の国と地域（２００８年１２月末現在）です。
条約の目的
①　地球上の多様な生物をその生息環境とともに保全すること
②　生物資源を持続可能であるように利用すること
③　遺伝資源の利用から生ずる利益を公正かつ衡平に配分すること

ＣＯＰ１０とは
　ＣＯＰとはＣ onference of the Parties の略で、条約締約国が集まって開催する会議を意味します。
　１９９４ 年にバハマ・ナッソーで第１回の会議が開かれ、２０１０ 年愛知県・名古屋市で行われる会議が第１０回となります。
　ＣＯＰ１０は、２００２ 年のＣＯＰ６で採択された２０１０年目標（締約国は現在の生物多様性の損失速度を２０１０年までに顕著に減少
させる）の検証や、次の目標設定などについて話し合う節目となる重要な会議です。
□問い合わせ先　生物多様性条約第１０回締約国会議支援実行委員会事務局
　� ０５２(９７２)７７７８　ホームページ　http://www.cop１０.jp/aichi-nagoya/

講演を行う篠田陽作さん

期　間　２０１０年１０月１１日（月）～２９日（金）
主　催　生物多様性条約事務局
　　　　（本部：カナダ・モントリオール）
議長国　日本
場　所　会議会場：名古屋国際会議場　
　　　　関連事業会場：愛・地球博記念公園、
　　　　　　　　　　　東山動植物園など

生物多様性条約
第 １０ 回締約国会議（ＣＯＰ １０）
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